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「一度見fていらっしゃると ，なも しろいと思います。昼間はやっていません。 夜だけです。 J
r;l'，>百姓さんたちが，昼間は野らで働いていて ，夜しか米られないからだろうねえ。 」
「野らK直結した市場だから ，よそVてある大きな市場なんかより ，かえって趣があると思います;'J







青果市場は ，暗い夜間の中(1[，そζだけ明るく浮き出ていた。まわり K木立ちがあるので ，ひと
きわ濃い夜間だった。主t-_9をするざわめきも聞とえてきた。市場の前十亡はトラックをはじめ ，オー
ト三輪，リヤ}Jー ， 自転車左どがどちゃどちゃとしていて ，その聞を縫5て行かねば左らをかった。
主V，!
市場は棟の高い仮小屋で，その広い土間K並べられた野菜の列を目Kした瞬間 ，私はそのみどと
































エ 市場Uてあるいろいろ念野菜を数多く絵κかくという ζ と
オ 野らからとってきたままの野菜をていねいKか〈というとと

































囚 1・2・3・4・5 図 11 . 2 図1I1 . 2 回 11・2 囚 11・2
囚 III・2
b 第2学年
回 1・2・3・4・5 図 1・2・3 ・4・5 回 11・2 回 11・2 囚 且1・2
@ 応答調査の対象K した生徒
Z年 ，3年とも ，3か校より 1学級ずつ計3学級の生徒会員を対象とした。
2年，1 3 0人， 3年，1 3 2人
① 応答調査実施の時期
昭和4日年7月
以下調査問題の応答~ ， 正答率などとあるのは ， との応答調査の結果のととを指す。







図 1 (1) I生徒の調査問題K応答したときの文章の読み取りや考え方をみるJ
(2) 
(3) " 








































r r夜の青果市場』なんて ，公もしろい絵ができそうじ宇ないか。ぼくも ，一度見に行って
みよう。 j私は乗D気を示した。
「一度見κいらっしゃると ，訟もしろいと思います。昼間はやっていません。夜だけです。J






「それはきみK隙ら左い ζとで，画家を志す以よ ， だれでもいっしょうけんめい(2)lf~.!?盟主
、ぺき問題だん」と言って ，私は慰めた。
〆とと~臼熊P の激しかった晩 ， 私は青果市場K向かった。







どとさに我を忘れてしまった。大根の白 ，キャベツの青 ，にんじんの赤 ，どぼうの黒，ねぎの



















回次の 1から 5までの聞いI'L答え1.rさい。答えは，ァ ，ィ，ク，ェ，オの中から ，最も適当なも
のを一つずつ選んで，その記号をOで囲みなさい。
























4 次のa， b ， c ， d ， cの中Kは ，(3)手ぬぐいかぶPをした老婆の気持ちを表わしたものが二
つある。その二つを組み合わせたものとして ，次のどれがよいか。
a 自分が持ってきた野菜が高〈売れないのでζ まる。




ア aとb イ bとc ウ cとd
エ dとe オ eとa
lA答 孟|
|81 I 






図 回 の問題Kついて，次の1から 3までの聞いに答え左さい。
|正答 ァ|
|53 I 










けそうには~い美しさだった。 J の文Kついて，次の(1) ， (2)の問V;VC答えよ。
ω 山とはをさす効。戸司
(2) r寄Dつけそうには念い美しさ。 Jとは ，どういう意味刀、
戸~I
3 本文は .口 〔のしるしによって宜つの部分V亡くぎられている。
次の(1)から(4)までのそれぞれについて，本文の中でよく描かれている部分はどと治、本文にる
る〔の上の番号を下の口 κ警主入れよ。あてはまる部分がをいときは，書き入れ注いでよいの
(1) 主として ，市場の外の光景:を描いている部分 口
(2) 主として，市場の昼と夜との様子を対照的vc描いている部分一一一一口
(3) 主として，市場のせタの人々の動きを描いている部分 口

























































1 72 I 
|正答 イ |
|84 I 




















ウ 自分の手で育てたねき'を手放すとき ，ていねいにぬぐって丹精しているとと。|正答 ウ |







エ ………....いるよう K考えられた。 E 
団本文の固(の部分の中で ，老婆がねぎを一本一本ふいているのを見て，作者は .r自分のね
ぎを引き立たぜて，少しでも高値でせP落とさせようと丹精しているのにまちがいはなかった。







オ ζれまで自分の手で育てた野菜なので ，売るのが惜しいよう左気持ち。 回全と|





4 分析的問題による調査の方法，対象生徒， Ìo~ よび時期
(1) 分析的問題による調査方法
本文 ・問題紙回・図 ・国配布 問題紙回 ・図 ・図回収
一ー ・ー・ー・司令
5 0分 1 0分














フいで ，同校の分析的問題Kよる調査を受けた中から 10人ずつ選び .40分間 ，個々の生徒、台よぴ
全体の生徒と話し合いをした。
(2) 実施の時期
昭和40年 11 月~1 2月
E 研究の結果とその考察
研究の目的の章で述べたように， 4 0年度の分析的研究Kは文学的文章を取り上げ ，生徒の文学的文
章の読み取D方，特1(， I乙.'1青を読み味わう力と様相とをとらえ ，問題の吟味とともKその指導法のあP























11 7 7 
無答
応答数 1 0 
11 7日





(1) 応答に あ らわれた問題点
ζの調回 1， 2は， i文脈の中での語句の意味や用法の理解」の力含みるζとがねらいとされてい
る。
1と2とはそれぞれ 1()日人中 77人， 7 0人が正答で一応 ，正答率は高いといえよう。全国平均正




1の問題で ，アに 12人もの生徒が誤答したことが注目される。 とれは ，すぐ前の文を正しく読み取
ればできるのであるが，読みとりκていねいさを欠き ，1"野らK直結した市場だから ，よそVてある大き
~市場なんかより ， かえって趣がある と思います。」の文中の「よそKある大きな市場J i趣があると
思います。 Jの語句と ，選択肢アの「ほかの大きな …・ 趣があるととJc')文をつ左いだものと考えられ
る。 したがって ，i野らに直結した市場だから，よそKある大き左市場なんかよ 9，かえって趣がある
と思います。 Jの ，iからJi左んかよりJ 1"かえっ寸りなどのていねいな読みKよる意味の把握がた
D念かったものと恩われる。また ，r r夜の脊呆市場』左んて・・一。」の冒頭文から一つ一つの文の関
係的読みの不十分なζとにも原因があると思われる。
2の問題に対する応答では ，誤答が ，ア ，ウK集中した。とれは正答のイと表現内容が ，他の選択肢
エ，オvc比べ，ょ D以ているととろを誤解したものと思われる。どの選択肢を読んでも ，野菜を材料K
して絵含かくととは容易Kわかるが ，細かな点で文の感じが異なっている。アの文では ，rいつも」…




(2) 分析的問題回 1 I 2および図 1(1)， (2)と結果の考察
調 回 1・2についてのら人上の問題をさらに究明するため ，次の分回 1・2と分図 1 ・(1)・(2)を
















応答数 4 (1 2 ) 
/J 4 (口〕
/J 3 ( 6) 
/J 日 ( 4) 
/J 87 (77)ー
無答 2 ( 1) 
応答数 6 (1日〕
11 84 (70) 
" 8 (1 4 ) 
/1 ( 5) 
// 日( 1) 
無答 ( 日〕
( )内数値は ，同調査対象者が6月，学力調査笑施の際の応答数である。
との ，分囚 1・2・3 ・4・5は，つづく分図，回，団，固，固 を行左うため(iL，ι月，学力調
査実施のものをそのまま行在ったもので ，同じ問題を ，約5か月の期聞をかいて行左ったものであるか
らp 正答率が ，1 . 2ともに 10 %， 1 4 %も上昇したととは当然であろう。
分図 1(1) .包)
回の問題tてついて，次の1から 3~までの聞いK答え左さい。 ( 2・3は後述)




























e・・・・・.......・・ ・ ・・・・・・・ ・・・ ・ φ e・e・ ...........................・ ・.-.........・・0・・・・・ ・0・s・-・・.......・・..，. ...... ~ 
O内の番号は ，生徒の応答<D類型をまとめるため ，応答の結果tてもとづき ，文または語句のj慣
番を示す。











1 ( 1) 1 ( 1) 
1 3 ( 1) 
2 ( 1) 4 ( 2) 
⑥ ⑦ @ 
無答
その他
22 (22) 1 ( 1) 1 ( 1) 
46 (41) 1 ( 1) 3 ( 3) 1 ( 1) 
10 (10) 2 ( 1) 2 ( 1) 5 ( 2) 









た結果 ，77%から 87%に上昇したζとは ，謁資を行念った後の生徒閣の話し合いや ，時日の経過 ，
環境のちがい念どから当然のととと思われる。〔表1)の応答類型Kあらわれていると辛子り ，分 囚 i
の正答者87人中 ，73人は，妥当と思われる@の文を選んでいる。しかし，無答その他の文を選んだ
ものは ，それぞれ少数ずつ分散したが ，③の文を選んだものが5人も居り .しかも分囚 1を4人正答
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しているととは注目される。 ζとの部分の文章は ， 会話形式(i(~つてな!J . rそとなんだJと寄かれて
あるので一般Kは ，その前の文から選ぶべきであろう。げれども，との5人は ，その後の文を選んでい
る。とれは ，前文の ，r野らK直結した市島だから ，………。」の内容を考え '@の「新鮮ですよ。あ
の大緩や(ICんじんの色が表現できたら..・H ・"0 Jの ，r新鮮ですよ。 …・・ の色が表現できたら …ー 。J
K心ひかれたためである。 回 1の正答者中①の文を選んだ生徒も同じく ，r野菜なんかも新鮮だるう
ねえJ(i(ひかれたか，あるいは ，その表現で代替えしたものとも考えられる。それでも ，との裏付け調
査では ， 他の問題の裂付け調査と異~ 1:>，⑥への集中度が比較的高く ，したがって分回 1の正答は高
〈信頼してもよいだろう。
(2)の↓じ答類型を示すと 〔表 2JのとなDである。( )内の数値は ，分囚 2の正答人数を示ナ。
分囚 2の正谷E容も，調 回 1よ!:J1 4 %上昇しているζとも，さき K述べた同じ理由から当然、とい
えよう。しかし，分団 2の裏付け調査 ，分図 1(2)では応答州1)よD多く分散し ，正当である信瀕型
の73人に対し，⑪類型の 11人，無答，その他の B人がめだっている。との裳付げ調会では， rぞれは















42 (39) 2 ( 2) 
10 ( 7) 2 ( 1) 




1 ( 1) 24 (22) 
6 ( 5) 1 C 1) 2 C 1) 53 (48) 
5 ( 3) 1 ( 1) 5 ( 2) 23 (14) 
11 ( 8) 2 ( 2) 8 ( 4) 100 (84) 
前文rr新鮮ですよ・・…。』といって ，菌学生はしょげ宏がら頭をかいた。 Jをさ していると とは容易
Kわかるはずである。との点、から考えて ，rそれはきみに映ら左い……取P組むべき問題だよ。 」ょp
後の文， r青果市場は ，暗い夜間の中vr.，そとだけ明るく浮き出ていた。」を書き出した意図がわから
左凡さすが'fC成段上位群の生徒は ，ひとり を除いては ，⑥を容量出しているが，中 ・下位群では応答
語噂にもか念P多〈分散した。 特に中位群の生徒が6人もゆをmき，しかも 5人が ，介巴 2で正答
であったととは ，追究する必要があ!)，面接調査でζのととをただしてみた。ななかたの生徒の発言で
は， r取り組むべき問題だよ。 Jの表現の近くtてあるはずである ζとを最初K念頭K会主 ，書き出した
と述べ，気がbちつかず ，本文を冒頭からていねいK読ま子生かったと述べた。生徒が⑬を書いた理由は
それ以上，生徒自身もわかって念らず ，追究できなかった。




き出した理由があるのではなかろうかのとの介囚 2なよび ，分図 1(2)でも文章の冒頭から緊密な文





ア シ百姓さんが野らで働いていて 応答数 1 0 
イ せりをする人がざわめいていると 11 2 。画学生が自分の無力ををげいていたが 11 4 6 
エ 市場の人がたくさんな野菜をならべても /1 1 7 
オ 私がそのみどとさに驚いたにもせよ 1/ 2 5 
(1 ) 応答にあらわれた問題点
調 回 3は， Cコκ続く文の主語である「かれ」がだれであるかをよ く理解したうえで ，
仁ゴK入れる文の主語を検討して踏を選ぶものであり 3文章になけるま述関係の鱒K関する問
題である。




である。 Iか百姓さんが野らで働いていて 1，かれがたと h百年かかって も駒つけそう Kはない美し
さだった。と走り主述関係が成立し会い。 文の基本的なきま Pを誤っているといえる。さらに ，と ζの
文は，画学生と作者との前段の会話の内容も考えて選択肢を選ばなければなら左いものであり，前段の
読み取りの粗雑さも誤答の原因となっている。
っき'VC，エK応答したものが 17人もいる。 エの文をにゴ K入れると ，I械の人がたくさん左





-オへの応答は .25人もの多数であ!?.他の応答よ Dも多角的左分析を必要とナるので ，つぎの分析
的問題を行左った結果も合わぜ考えて述べる。
-20-
(2) 分析的問題回 3.および図2(1). (2)と結果の考察
①分析的問題囚 3













3 ( 1 0) 
。 2 ) 
5 6 ( 46) 
1 5 ( 1 7 )




(1) iかれ」とは，誰をさすか'D I 
!答え|
(2) r寄Dつけそうにはない美しさ。 Jとは，どういう意味か。
a 分凶 3の結果の 考察
分 田 3は， 調 巴 3と同じr-題である。やは!:J9月に行なった分囚 3の万が正答率56 %と，
1 0喝上昇したのは当然であろう。しかし ，オへの応答は 25 %から 240/0と ，ほとんど滋つてはいな
い。
やは !J.ォの選択肢はれの関係が厳密K区別でき左かったものと恩われる。オを本文cこコ















46 (28) 3 ( 1) 
11 ( 5) 2 ( 0) 
80 (53) 5 ( 1) 
- 2 1ー
@ ω野会菜百姓売り・ @無答 計作 者 其の他
1 ( 1) 24 (21) 
2 ( 1) 2 ( 0) 53 (30) 
1 (口〉 4 ( 0) 5 (口) 23 ( 5) 
2 ( 1) I 6 ( 1) 7 (口) 100 (56) 
( )内数は分臼 5正答者数
ζ との文芸誌を読みたどると， rj私がそのみごとさK驚いたKもせよJVC続くべきととばは ，逆接の意味






は念い美しさだった。 Jの文は何を言い表わしているのかが不明のま hでは ，応答の根拠を欠く ζとK
1.: !J ，偶然性のはいりやすいものになってしまう。 とのととを検討するために分図 2(1)・(2)を行念った。
b 分 図 2(1)ー (2)の結果と考察
〔表:5) vc示したとなP分囚 3の正答者56人中 5:5人は歯学生を 「かれ」 としたのは妥当である。
しかし ，逆に 「画学生」 と正答した80人中 27人は介囚 3を誤答したことに在る。とれまでの結果
だりでは分囚 3の誤答の原因を究明しにくい。との問題のようVCrかれJとは誰のととか，とひらき
ななって問うと大部分の生徒は「画学舎Jをあげるが ，それが「画学生が自分の無力を左げいていたがJ
を 仁 コに入れるきめてにはならなかったとと緒える。あるいは ，生徒Kとってれまで腕、κ
仁 コ κ入れる選択肢と「かれ」との酬を検討したかどうかもはっき Pしい。
他の類型@f画学生と作者J1'( 5人， QH作者J1'( 2人 .G)r念百l法・野菜売りJVC 6人.@無答そ
の他VC7人 ，計20人応答したが ，そのうち分 囚 3の正答者はわずか5人であったととは ，rかれ」
という主語が轍であるととと亡コ仰の文の主語を検討した場合 ，当然考えられる結果といえよ
う。
っき'に介図 2(2)は ，分囚 3で各自が応答した狼拠について(1)問機K問いただしたものである。 前
記のとなり 1;かれ」についての正答率は 50%で ，とタ出して問われたときは大部分の生徒が正答した。
しかし，分白 3の正答とはさほど大き念関連を示さなかったととは表5によっても，な会よそわかる。
〔表4) ( )内数は分白玉の正答者数
ω野菜新鮮な @回のさ @二度と ωあま p
の美 めるよう 見るとと きれいでしい色は ;をいろい のできな その他 知t 答 言十とても表 そばへ寄
現できな ろの野菜 い野菜の
v、 の色 美しさ れ司Eν、
k 位群 17 (14) 5 ( 5) 日(0) 1 ( 1) 1 ( 1) 24 (21) 
中位 群 35 (24) 5 ( 2) 1 ( 0) 4 ( 0) 6 ( 3) 2 ( 1) 53 (30) 
下 位群 ~ ( 4) Z ( 0) 五(1) 3 ( 0) 7 ( 0) 五(0) 23 ( 5) 
計 57 C 42) 7 ( 2) 9 ( 6) 7 ( 0) 14 ( 4) 6 ( 2) 1日日 (56) 

















かかっても寄りつりそうにはない」の比織的な句をそのま L直訳して， Iそばへ寄れないJ， I近づけ
ないJ， IあまPきれいでそばへいけない」などと書いたものである。その他はqト④のいずれKも類
型化しにくいもので「じようずに作ってあるJ， Iキャペツの白 ，Vlんじんの赤J， I百年かかって作
った野菜J， Iかれが実際K野菜を作ったととカ吐い。 」左どである。
[表 4)をさきの(表 3)と比べながらその者察をすると，第ー に〔表 4)のG淵 型に属する生徒
















いたが」 も正答した生徒は ，1 0 0人中 38人である。
分図 2，分回 5の両方の正答数
上位群 2 4人中 1 4人 5 8.% 
中イ立群 5 3人中 2 1人 4 0 % 
下位群 2 3人中 3人 1 3 0，も
計 1 0日人中 3 8人 3 8 % 














3 調査問題 目 5について
回
5 との文宣伝の中Kある描写として ，あてはまらないものが，次の中κ一つある。それは，どれか。
ア 昼と夜との市場の様子を対照的に描いている。 応答数 4 7 





11 1 3 
11 1 2 
1/ 1 2 
無答 2 
調団 5は文主主中の描写K関するものであ_!?，指示文が合定的?をととはで述べられているもので， 全国












(2) 分析的問題国 5 ，および[213と結果の考察
①介析的問題回 5
分回 5
本文の中にある描写と して ，あてはまらないものが，次の中(モ一つある。ぞれは ，どれか。









る (1 4 ) 
1 4 (1 3 ) 
8 (1 2 ) 
1 i (1 2 ) 






(1) 主として ，市場の外の光景を描いている部分 図 疋答数 78 
(2) 主として，市場の昼と夜との綾子を対照的に描いている部分一一一一口 11 4日
(3) 主として，市場のせPの人々の動きを措いている部分 回 11 7 7 
(4) 主として， 市場の野菜の美しさ，新鮮さを摘いている部分 団 8 6 
③分巴 5の結果と考察
分回 5の結果，ァ 「昼と夜との市場の様子を対照的(モ描いている。 」が53%で， 同じ問題 ，調
回 5より 6%上昇している。他の誤答校イ ・エの減少したととはうなずけるが ，ウの 「市場の内部の
光祭を目K浮かふ'ょうκ描いている。 JVL誤答した生徒は ，調 囚 5のときよりふえ， 1 4人であると
と，オの「夜の市場の内と外との光崇を描いている。 Jへの誤答がさらK5人もふえているととは，考
えさせられる。ウ・オに応答した生徒の，回 5と分回 5への応答の関連をみ工うとしたが ， 2回と
もウ・エに応答したものや，調囚 5では，ウ オーに応答しながら ，分囚 5のときは， ア ・イーウ ・
エ オなどに分散して ，生徒の一貫した傾向はみられなかった。そして ，選択肢は変わっても正答アに
変わった生徒は，わずか一部の生徒であった。乙のととは，ウ オに応答した生徒は，本文を読むたび













調査問題回 5合よび分析的問題回 5の結果から以上の考察をしたが ，さらにその裏付けとして，
生徒は本文をどの程度ていねい，'1'(読み，善いてある事がらをどの程度まとめられるか分図 3VCよって
追究し ，それに付帯して面接調査も行なった。
分図 3(1)の集計〔表 5)をみると正答率は 78%で ，さきに分凹 5の選択肢オについて検討した
内と外との対照については外を見落とした者が多いように思われたが，と Dたてて「主として ，市場の
外の光景を錨いている部分J('Lついて問うとやさしく，回〔の部分を指摘できる。しかし，図〔の











1:成¥績部分の¥番¥号 日 回 回 回 E 
" r-、 r一、 '" r-、
上位群 1 ( 0) 23 (15) 
中 位群 5 ( 2) 44 (26) 1 (日〕 1 ( 1) 1 ( 0) 
下 位群 3 ( 2) 11 ( 4) 3 ( 0) 
計 9 ( 4) 78 (45) 1 ( 0) 1 ( 1) 4 (日)
無 答 計
24 (15) 
1 ( 1) 
る(2) 23 (州
7 ( 3) 100附|
つぎに 〔表 6Jは ，分団 5の正答肢， I昼と夜との市場の様子を対照的に描いている。」の裏付け
として出題した同問題分団 3(2)の集計である。 ζの出題では ，Iあてはまる部分がないときは書き入
れないでよい。」とただし奮きをしたが ，一応，答えのらんを(1)-(4)VCそれぞれ設けてあったととから .
生徒の中にはどうにかして書き入れたかったと述懐したものもあり，ある凶は入れたい気持ちがはたら
き書き入れた生徒が予想外に多かった。とのととからも ，分囚 5の応答Kあたり 「あてはまらないも
の」を取Pちがえ誤答した者が多かっただろうととが推測される。とのととは本文はもちろん，問題指
示文 ，選択肢の文をどの程度生徒が関係づけ ，ていねいに読んだかの問題Kなろう。






(2) 主として ，市場の昼と夜との様子を対照的に描いている部分 正答誤答部分なし
立で 囚 回 回 回 国 該当する部分 無三喜 計r町l ，-、 「一、 r--、 '" な し
上位群 10 (玉) 1 ( 0) 1 ( 1) 12 (11) 24 (15) 
中位群 24 ( 8) 3 ( 1) 1 ( 1) 1 ( 1) 23 (18) 1 ( 1) 53 (3日〕
下位群 7 ( 2) 3 ( 2) 3 (口) 5 ( 3) 5 ( 1) 23 ( 8) 







しかし ，分囚 5の正答率は .囚〔の部分への
分図 3(2)の正答率
上位群 5 0 % 
中位群 4 3 %差 7 % 
下位群 2 1 "'も "22%
分回 5の正答率
6 2 a，も
56%差 6 % 
34%"22% 




答した生徒， 4 0人中 32人が分囚 5に正答し，囚〔の部分K応答した生徒41人中 13人が正答
であった。とのような傾向は一応応、当然の結果と
摘できる。
〔表 7)は分団 3(3)の結呆である。正答肢囚〔の部分への応答は 77で， (1)・(4)とともに一応正










立と1 白 回 国 回 国 無答 計，. f一、 " r-¥ " 
上位群 24 (15) 24 (15) 
中位群 2 ( 1) 47 (26) 4 ( 3) 2 ( 1) 53 (3日)
下位群 2(口) 五(0) る(3) 6 ( 3) 6 ( 2) 23 ( 8) 




立11回 回 国 囚 回 無答 計r一、 r-、 r一、 ，-一、 " 
上位群 2 ( 1) 22 (14) 24 (15) 
中 位群 1 ( 1) 51 (29) 1 (口) 53 (五日)
下位群 4 ( 0) 13 ( 6) 1 (口) 5 ( 2) 23 ( 8) 
計 7 ( 2) 86 (49) 1 (口) 1 ( 0) 5 ( 2) 1日 (53)
_ーi































I d 野菜をきれいにふいて ，できるだ付よい値で売るう。
人E 手放すときまで，扱いに心をとめてたいぜつにしたい。
ア aとb イ bとc ウ cとd
エ dとe オ eとa
(1)応答 調査結果の 考察
応答本 ア 3 
N イ 3 
N ウ ι 




調囚 4のねらいをさらK問題に即して具体的に述べると ，本文回 〔の部分K普かれている老婆の
.c_，怖を試み味わう刀をみる問題である。全国の平均正答率は82. 1 %で高い結呆Kなっているc との正
答率は， 3年の全問題35問中 ，全面の場合は2番目f'(，本県の場合は 5番目K高いものである。














(2) 分析的問題 国 4，国 l侶)，および 圏 と結果の考察
① 分 析的問題 国 4，図 1白)と結果の考察
分囚 4
次のa， b ， c ， d ， eの中Kは， (3)手ぬぐいかぶりをした老婆の安倍ちを表わしたものが二
つある。その二つを組み合わぜたものとして ，次のどれがよいか。「一一崎町…一 応答率 ア 1 ( 3) b 野菜の売P値をなるべく安くして，か客を喜ばせたい。 /1 イ 3 ( 3) 
< C 売れ残った野菜と見えないように ，よく洗つてなとう。 /1 ウ 2 ( 6) 
d 野菜をきれいにふいて ，できるだけよい値で売ろう。 /1 ヨこ 81 (78) 
手放すときまで ，扱いVて心をとめでたいぜっKしたい。 11 オ 5 ( 8) 
ア aとb イ bとc ウ cとd 11 アウ 1 ( 1) 
コこ dと巴 オ eとa 11 アオ
1/ e E 
1/ c e 
無答 2 ( 1) 
分図 1(3) 
白 の問題について ， 次の 1 から 3~までの聞いに答えなさ凶。
1 囚 の1， 2 ， 4の答えは ，それぞれ本文のどの表現から考えて選んだか ，本文のその節分
を仁コ の答え叫んに書き出ぜ。
β) 回 4の場合 囚 1，囚 2の場合は前K述べたので省略
己
分図 1(3)の問題は自由記述形式をとったので ，本文をあげ必答結果を類型別Kまとめた。
一ーーー ーー・・ーー・・..._._...・・・・ー・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー一-・・・ー.--.，..・ ・・ ・・ ..........ー・ー・・ ..一・.-....
本文(前文略)
@ @ 
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文章中の③ ，@， ……..@は，引用文章中V亡分ける一文一文の順番を示す
[表 9) 分析的問題図 1 t 3の応答類型
類型 書 き 出 司、一 れ た 文 応答人数 分回 4正答人数
@ 自分のねぎを引き立たせて，少しでも高値でせり落とさ
せ工うと丹精しているのVてまちがいはなかった。
A む しかし，そうとばかPは言えなさそうだった。 4 7人 4 5 ノに
@ 自分の手で育てたねぎを今まさに手放さんとして，最後
の愛着をこめているものとも受け取れたの
@ ふと気づくと，ひとりの手仰 ぐいかぶりをした老婆が ，
せDのかたま Dの近づく先で ，ふとったねぎの白根を一本









@ 牛や馬の仔を市へ売tJl!L行って ，別れκ臨んで ，ぞの毛
D 並みをきれいに整えてやるものと同じ心理と言えそうでる 5人 4人
った。
E その他の文なよび無答 1 7人 8人
計 1 0 日人 8 i人
分析的問題国 1(おの応答類型A(@，①，@の文を書き出した生徒)は ，分囚 4の正答肢と内容
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が一致しでかi?，裏付けとして妥当であ!)， A類型の生徒は，分囚 4の凶谷でも 47人中全員lと近い
4 5人が正答している。
しかし，分団 4の正答者81人中， 3 1人がその裏付げとしてA類型以外の文を書き出したととに
ついては検討を要する。 A類零日以外の生徒31人中， 1 3人はB類型で.@，@の文を書き出している。
B類型の文には ，老婆の高値で売ろうとしている事がらや，愛着をとめている事がらレてついては霊まか
れてはいない。しかし ，作者が説明した老婆の心情のも とともなる具体的な行為については警かれγな
り .ζの具体的な行為を読み味わう ζ とを考慮すると B類型への応答も妥当と考えられるc あるいは，
乙の具体的な行為lととそ真κ老婆の心情を読み味わうときの読者の怨像 ，表象化のはたらさが生ずるの
ではなかろうか。 Bへの芯答数 17人の大部分 15人が分囚 4常正答したととでもわかるの







企り.分 囚 4も5人中 .4人正答で一応妥当と恩われる。
E類型の応答は，無答もしくは ，老婆の心情の害かれγいあ部分vcはほとんど関係がないといえる。
例をあげると ，老婆の心情の書かれている部分にある 「みがききったようκ見えるねぎJと， 回〔
の部分にある 「ねぎの白 .トマ トの赤，きゅうりの奇ー…ロ 」の野菜の名前が両者Vて述べてあるととか
ら応答したと考えられる生徒が数人いたととなどである。
調金問題の応答の際 ，本文の文章表現をていねいに説むととよりも.応答を急加だため ，選択肢の文
にとらわれ過ぎ ，な身よその見当で応答した生徒が多いとともわかった3 同様(1(分析的問題団 4 • 
図 1(3)の応答のときも本文と囚 4の選択肢とめ関係を考えたていねいな説みをしていない生徒も相
当数いた。とのととは ，後の商接調査の結果でも明らかKなった。
以上の囚 4の検討をとかして言えることは，調 ・分団 4の正答.誤答Kかかわらず ，生徒の文章
の読み方bてていねいきの欠けている ζとが指摘できる。とのととは，ただ単一に文面をたどり ，ていねい
に読むという表面的なととではなく， 語句， 文 ，文章相互の緊密な関係争考えて読み取らなければなら
ないという ζとである。
っき.(:[.との問題の全国平均正答率は G2. 1もで「ゃぎ しかった」と文部省の中間報告書にあるが ，






分 囚 4の老婆の心情を読み味わう力をみる問題は，ねらいにも示されているように .r文章の中に
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書かれている人間の心情を読み味わう力」をみるもので，本文の場合は回〔 の老婆の気持ちについて





本文の回〔の部分を読んで， 1から5までの聞いに答えなさ凶。答えはア， イ，ウ ，エの中
から最も適当なものを，それぞれ一つずつ選んで，その記号をOで囲みなさい。
1 次の(1)から閉までのととばの蛍味としてどれがよいか。(7 M 〈ととをやめた 応答数
イ みがいてもきりがなかった 11 4 
(1)みがききった
ウ よくみがいてあった 11 ? 
@ もうみがかなくてもよいほどみがいてあった 1/ 8 6 
{~ア汀一ヨ引恥町……l仲川……い吋吋…て吋中まわつ 応答数 5 
@ りつばK見えるようにして 11 8 6 
(2) 引き立たぜて
ウ ¥r.でかけるようにして 1/ 
エ 自に見えるようにして 1/ 1 0 
i¥ ァ … 一る 応答数 1 0 @ 心を ζめてみがいている 11 8 5 
(3)丹精している
ウ 心をしずめてみがいている 1/ 4 
エ 心をいらだたせてみがいている 1/ 
(@制いいような惜しいような鮪ち 応答数 3 6 
イ かわいそうで同情する気持ち f/ 1 5 
件)愛 ?者
。 かわいくて心ひかれる気持ち 11 3 6 
エ かなしいようなさびしいような安神ち 11 1 3 
応答数 5 
@ 閉じ気持ち 1/ 8 4 
(5) 同じ心理
ウ 同じ心がけ 1/ 1 1 
エ 同じ苦しみ 11 2 
2 r少しでも高値でせり落とさせよう。」の意味として ，次のどれがよいか。
② f直だんを鏡わせて少しでも高い値だんに買い手をきめよう。 応答数 5 1 
イ 高い値だんのものを少しでも安くなるようκして客を喜ばせよう。 1/ 1 2 
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ウ 高い{直だんのものを少しでもまどくしてhって買う人をきめざぜょう。 応答数 4 




イ 手放すとき Kなって ，最後の愛着をとめていたとと。 " 1 5 、
ウ ぜりのかたま Pが近づいてくる先で老婆がねぎを注ぐっていたとと。 1/ 4 
@ 自分のねぎを引き立たせ ，少しでも高値で売ろうと丹精していたとと。 " 7 9 
無答
4 「別れに臨んで ，その毛並みをきれいκ整えてやるのと同じ心理… 一。」と書いてあるが，傍
線の部分は次のどれと同じ心理か。
ア 自分のねぎを引き立たせて少しでも高値でせP落とさせようとしていること。応答数 5 
イ
ζ 
牛や馬の仔を市κ売り出そうとして愛情を ζめて育てているととo 1/ 1 9 
。 自分の手で育てたねきPを手放すとき，ていねい('(ぬぐって，丹精しているとと。 H 7 4 
エ 野菜を青果市場へ売り出すために，野らから選んでいる ζと。 ι， 
無答 1 
5 「最後の愛着を乙めているものとも受け取られた。」の傍線の意味として次のどれがよいか。
ア ・…ー一 司 ・ー ーーーいるように感じられた。 応答数 8 
イ ………ー・………・・いるようKも考えさせられた。 1/ 1 5 
























































選択肢 ・応答人数 A ・8の正 答率
小数点以下 4捨 5入
イ つ コニ 無答 計 。 50% 1日%
2 ι 72 81 90可。
2 5 14 19 匝-- 二b三三ヨ
4 ? 861 1百合 ( )内%はA-B (19%) 
庁7 6 81 ~o三三三百 | 
15 4 19 
長 子 子 n;弘三三三1 : I 
日土 10 10人U ( 1 3%) 
75 5 81 ~ 5% 
10 T 1 19 日ヨ 2%ヨ
! 85 4 1 10人0 (43%) 
11 301 11 81 7主%三三三弓
4 6 2 19 E三三67%三三1; 
15 36 13 10人日 ( 6%) 
ロZ 3 81 95%~ 1 
B 8 2 19 主主3%三三j
日土 11 2 T口J口t、 (52%) 
出題のねらいや実施にあたっての諸条件から次のととをふまえながら考察したととを述べる。
。問題は選択法κー ったもので選択肢相互の関係、を考慮しなければならないとと。したがって実施の
結果厳密K決穴し iGな ~A， ~ 1三(4)の場合は ，ア ，ウと もに正解とした ζと。
。語句 田 文 {I[ !守:ふ J~出題Kあたっては，本文の 回〔 の部品、を読んで…"'0 Jのよろに本文の中でそ
の語句な p 文なか l'}l~~ぶ?考斥るよう 指示したとと。
。選択肢の数は， ~~f.iþ さ ， 1 作成のむずかしさを考えて 4 つ陀し た。 したがって偶然性はある程度免
れないとと。 〔表 10トCわかるよ勺(1[.分団 1(1)-(5)までの正答率は 72 9もから 86%で ，全般VC
出題された語句についてはよ記の条件ではよ く理解していたとみてよν、(4)は他の問題κ比べ介由 4
C正答者 ( 以下A 群という ) の中でもだいぶ応答がちらばり イ ~'[ 1 0人 ，ヱに 11人応答.している。ぞ
れに比べ ，分 団 4の誤答者(以下B群という〕は他の問題ほど応答が分散しなかった。 ζのととは ，
もちろん選択肢の語句相互と「愛着Jの語との関候からどの選択肢もかなり「愛着」の意味内容をふま
えていた結果といえよう。 A群の生徒は〔表 11 Jのと訟D上位群ほど多くなってな!J，国 〔の部分
全体と関係的にみ .よく検討し， 想像をまじえたととから逆K分散したものとも考えられる。 エについ
ても同篠のととが言えよ%とのととは分 困 の感想文にも多くの生徒が 「かなしそうJiかわいそう」
などと述べていたととでもわかる。
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〔表 11 J 分団 4の応答結果 正答エ
ゐぞを ア イ ウ Z二 オ アウ アオ e c e 無答 計 正答率
上位群 23 1 24 95.5% 
中位群 1 48 3 53 90.5% 
下位群 2 1 1日 4 1 2 23 43.4% 
言十




が多く ，語句の正答率も A鮮が高いだろうととは当然予想される。しかし ，表 T口のグラフに示したよ
うに .A群， B群の正答率の差は ，(心のわずか 6%の差から(5)の 52 %の大差のあるものをである。調
A群 B群の正答率の差
(1) みがききった …......・ 19 qも
間引き立たせて 一一… ..1 3 % 
。)丹精している ・ー …・… 43%
(4) 愛 着 … ・ ・・・…・・ 6% 
(5) 同じ心理 …・ ・・……ー … 52% 
は後で述べる。




とは ，A . Bの差が大きく回〔の部分の正確な読み取D
K影響の大きい語句として考慮する必要があろう。その他





思われる文を選んだb分団 1よDも長いζとばの意味を問うたもので ，分 団 4との関係はよP密接
である ζとが予想されるものである。結果は[表 12 VL示したとなDである。特にめだったものKつい
て考祭する。
ア 21fCつν、て






しかし ，正答肢アは， エよりもより正しい意味ではあるが，選択肢， エもアにかなり近い怠味を持っ
ていたためエK応答したものと思われる。
つぎκ，A群 ，BtI草陀かかわらず， イの選択肢lfC1 2名の約 T日%強の生徒が反応したととは ，やは
!)， rぜり」について理解しにくい ζとが地域性と関係の深いととを示してい工う。関誌の成績下位群
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〔表 12 ) 分GJ2- 5の応答結果と分団 4との結束の関係、
Aは分回 4の正答者 ，Bは誤答者
分回 正 滋択肢 目応答人数 A . Bの正答率
2 - 4 の問題 小数点以下4捨 5入
誤 ア イ ウ コニ 無答 計
，.一ー
日 5日% 10[% 
2 「少しでも高値でせり落とさせ A 46 ι 27 1 81 匡三E号 7生三=ヨ
ょう。 J B 5 6 3 4 19 巨亙亙弓
計 目L 12 4 31 2 10合 ( )内%はA_B(29九)
3 「そっとばかりは言えなさそう A 10 ロE 81 戸=ニ87弘三三r-I
だった。J B 5 3 ヲ 1 19 三三生]%三主
計 '5 4 LI2_ 1 101す ( 39%) 




2 8 B 19 戸 !_3佐ヨ
心理 計 5 19 I 74 オ 1口合 (39%) 
5 「最後の愛着そとめているもの A ι 14 59 2 81 三三竺 3奇L
とも受付取られた。 B 2 14 1 19 一 泊三ヨi





に手放さんとして ，最後の愛着をとめているものとも受け取られた。 Jを統ーして分回 4の正答エの
d i… … よい値で売ろう。」と eI一一 ，Wいに心を ζめてたいぜつ』てした加。 Jとを結ぶ要点
になっている。
との問題の正答率は 19%で余かかね良好である。しかし，分白 4の正答者も含め 19%の生徒が
イK応答しているのが注目される。 イは， I手放すとき κなって，髭後の~着をとめていた ζと。 J で











E答率は 74 %で大体予想!どなPのできであった。との問題がわかることは ，老婆の気持ちの舎かれ
ている文章の限解がいっそう確かであるととであろう。 しかし.分回 4のA鮮κ11人 ，8群VC8人




と述べてるものが多かった ζとからも誤容のぬ肉が推察できる。 ζのイlて応答した住徒 19人中 .1 1 
人も分団 1(5)の「同じ心理」を誤答していたととでもうなづ付る。
エ 5K つ V~ て
5は前氏述へたように生徒の中には，語句ゃ，文相互の緊干告な関係を読み取れない者労Eかなりの数い
る乙とと f信後の愛着を ζめているものと も受付取られた。 Jの「ものともjの助詞の正しい理解が
分白 4の応答YC狩Ji;~していると忠われたことから出題したの
との問題の正答，.rは73 '}:じであるJ との問題は他の 2， 3 ， 4の問題と異なり ，A群とB群との正答






以上のこと宜考慮しながら ，A群と B群との正答率にほとんど蒸がなかったととは，分囚 4の応答
κ余り影響がなかったともみられる。 出題の1趣旨を先に述べたよう 1(Cの文のEftみ取り方は分団 4の
応答Vとかなりの影締があるものとみたが，結果はむしろ反対になったようで;t~る。 ζのととは ， 続く
「牛や馬の仔を市へ売 IjK行つての心理と同じjという文を試み分回 4の応容にあたり誤っていた考
えを修正したからとも考えられる。
C 分析的問題回の考擦のまとめと， 調査問題 目 4の性格
[表 12 J (て図示した右傾1のA'Bの正答率をみると 2-5のそナぞれ同じ問題でA群と B，nとの正
答率の差が次1:示すように問題どとに大きな差のあるととがわかる。
A詳と B鮮の正答率の差の最も大きかったのは3と4である。'1可l乞も述べたと.J>'り選択肢の文を含め










分団 2- 5の A群， 8群の正答率の差
2 r少しでも高値でせり落とさせようJ.一……-…ー … ….29 % 
3 rそうとばかPは言えなさそうだった」 ・ー・ 一ー…………ー ・5宇%
4 r別れに臨んで，その毛抜みをきれいK縫えてやる……_..3 9 % 
のと同じ心理……。Jと同じ心理
5 r最後の愛着をとめているものとも受げ取れた」 …ー ……， 2 % 
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分目 2vc.比べ，分囚 3・4のA群 ，B群の差がたいそう大きく共vc3 9 0，らである。とのととは，





分団 2 ~ 5は，文脈の中での意味や用法の理解に関する問題であるが，意味・用法の理解と共vc.，
























。さらVて，回〔 の部分の老婆の行為κついて書かれている「せりのかたま bの近づく先で・ …ー・ー そ
のヨえにまたぬぐっているのだった。」の二つの文を翫んで ，老婆の気持ちを選択肢とUてらみ合わせて
も正答でき得るとと などである。
i主lf:述べたように二 ・三の語句 ，文 ，文章を誤読したとしても ，他のi部分で誤った読み取りを訂正さ
れるよう Kなっているというととである。二段 ，三段がまえで生徒の読みをただ1...，最後に選択肢でさ














a 文章の中K警かれている心，情を読み味わうというよ Dも，本文回〔の部分の， 作者が老婆の気
持ちKついて奮いた事がらを論理的K読み取る問題U仁左っているのでは念いかというとと。
b 文章の冒頭から末尾までの文章全体から，豊かK ，多面的κ想像や心性を働かす問題では古:< ， 
わずか一部の文章の表面的な読みで解ける問題であるとと。
C 文部省の中間報告では ，r回 4は手ぬぐいかぶbをした君主婆の心情を読み味わう問題であって ，
正答率は82. 1 %で高い結果と念っている。との問題は最後の段落を読み取れていればできるのであっ
て，比較的やさしいものといえよう。 」と述べてhる。との問題は， 2年 図 4と同じねらいの問題で
ある。しかし ，2年の問題の指示文には， r…………・一作者が書とうとしたとと……ー……"0 Jとな
っていること，選択肢の文もそれを直訳的K解説した内容の文は本文にはなh とと ，応答κあたっては.
本文全体を読みとなさなければ正答できないとと ，以上三つの性格を持っている。 ζれK対して.3年
の問題では，指示文Kr…・……・・老婆の気持ちを表わしたもの …・・…。」 と述べ ，選択肢の交は， 作者
が老婆の心情について述べてしまった事がらと同じ内容の文で書かれてなり ，応答するとき Vては表現を






2年の図 4の全国平均正答率が 66.8%であるのに対して， 3年の 囚 4の場合は 82. 1 %と2年
と比べ大きな差があったととでも両者の問題の性格の異なることがうなずける。
d ， cで述べた 5年 囚 4の問題の性格と関連して ，その正答率は 82.1%と高<，誤答の生徒は











は固とは対照的氏自分のねぎを手放すときの愛着をもっているととが畜かれ ，この固 ・回 の内容を
続ーする固の部分が中聞に書かれている。さらに ，国 .[Q.回の内容を裏付けるかのように国の
老婆の気持ちの比喰とも考えられるととがらが書かれている。





lf. ふと気づくと ，ひとりの手ぬぐいかぶりをした老婆が 重-ー._....._・ ・ー岳・....ー.._.......・ ....・.....ー・・ー .ー.....噌・....~... . ... . . の 老 :老;
せりのかたまりの近づ〈先で 環
境 婆 :婆j






B 自分のねぎを引き立た 区 しかし ， 巴 自分の手で育てたねきe 持老 作 一、v乙
ちせて .少しでも高値で そうとば を今まさbて手放さんと 婆 者
の iJ:; 
せP落とさせようと丹 降三争 かPは言防 して最後の愛着をとめ 気 害
精しているのVCまちが えなさそ ているものとも受付取 持 レち
いはなかった。 うだった られた ち た
老
z 婆 @! の
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lの一川町一一一κ@ r自分の手で育てたねぎ合今まさに手放さんとして最後の愛着をとめているものとも受取れた。」
の文は
(i) r手放すとき まで，扱いに心をζめてたいぜっ陀したい。 Jという選択肢eVC
内容を書きかえただけにとどまっている。したがって ，との囚 4の問領を解くときは ，上の ζとに気
がつき ，選択肢d. cの文の語句の意味がわかれば容易K正答できる。文学的文章の特質である「表現
を読むととによって心に感動をよびか乙し ，思考をはたらかせるJ必要はない。
とのととは、 さきの分図 1(3)の結果の集計 ，(表 12 Jを見ると明らかUてわかる。 白 4の正答肢
d . eの巌向け調査 ，r囚 4の答えは， 太文のどの表現かEコ考えて選んだか ，本文のその部分を
亡コの答えのらんに書き出せo Jの分析的問題K対して ，@ .@なよびとれら二つをむすぶ①仰
を書き出した 47人全員が囚 4を正答し.ついで@.@の文を選んだ 17人中 1:;人が正答し.@ ・
@を省主出した 14人中 1白人 ，⑪を書き出した 5人中 4人が正答であり .ζの老婆の気持ちの説明κ
関係うすく，しかも他の部分の文を書き 出した 17人中わずか 4人だ付が正答であった。すなわち ，@
・@の文の内谷と関係が弓すくなる内容の文を警き出した生徒ほど正答率が低くなっていく。
以ヒの分析的問題の結果の考祭 .回 4の問題のねらい ，本文の構造から，回 4の問題は多分にζ
とがらの読みの性格をもち ，説明的文章の読解刀調査に近いととを述べた。そとで ，よ り望ましい 「心
情を読み味わう力をみる」問題はどうあったらよいか，さらに ，ζのような文章の心情を読み味わう指
導はどうならなければならないかKついて以下述べる。
さきにも述べた よう (I[，われわれは ，との本文を指滋し.評価する立場からつきの分析的問題を行な
った。






イ 自分が持ってきた野菜を少しでもされ凶にして ，か容を喜ばぜたい気持ち。 8人
ウ 向分の持ってきた野菜が，高〈売れないので酒ったなという気持ち。 1人
エ 自分の持ってきた野菜が ，売れ残った野菜と見えないようf!rしたい気持ち。 2人
オ ζれまで自分の手で宵てた野菜なので.売るのが惜しい気持ち。 11人






































〔表 14 ) 分団の凶答結果
命尽 ア イ ウ 二工 オ 力 無答 計
上位群 5 2 19 24 
中位群 5 T 1 8 39 53 
下位群 4 7 1 1 1日 23 
計 10 8 2 11 68 10日
lハ気持ち」を表現した選択肢 .ア ・ウ1:1 1人応答している。
分囚 4の問題を解答するKあたって生徒の気持ちが 「愛着」の方に強く動いたととがわかる。 ζの
分固の問題でカに応答した生徒の分団 4の応答をみると，上位群のカへの応答者 19人中 ，1 8人






























② 野らl吃直結した夜の青呆市場の野菜の新鮮な美しさと ，それらをめぐる人々の 5 8人
素?iな気持ち。
己
イ 野菜を売る老婆や，牛や馬の仔を売る人々のそれを手放すときの ，をじめで 5人
愛情とまやかな気持ち。
ウ 菌学生と作者との.しんけんで美しい心の通じあい。 2人
工 画学生や作者が ，百年かかっても寄りつけそうKはない野菜の新鮮さと美しさ。 16人

















々々 ア イ ウ
上位群 18 
中位群 29 5 
下位群 11 2 






オ カ 無答 計 正答率
5 1 24 75日%
8 53 54.7% 
3 2 2 23 47.8% 
14 3 2 100 58.0% 




点からくるむずかしさがあったろうと恩われる。 アへの応答率や .上・中 ・下位群の応答分布からみて
アが妥当と言える。
っき'~応答の多かったエの 1 6人 .オの14人 ，イの5人は ，いずれもアの内容を述べたときと5あ


















たζとがらを類型別にまとめると〔表 17 ) 
のように，各人各様に想像や表象化を行なっ
ているととがわかる。とのよう K多面的で，
〔表 16 J 
最も印象深かったものと してあげた内容
0 老婆に関するもの・・・一……・… . 6 7人
9 野菜の新鮮さ美しさK関するもの … 5日人
o 市場の様子に関するもの-…………..3 5人
o 百姓やや沿屋の労働κ関するもの … 15人
o 画家や作者K関するもの ・・………… 23人
o その他……- ー一ー… ・・…・10人
人数は延べ人数
しかも豊かに表象し得る教材によって，いろいろの角度から生徒の想像を働かせ経験を広め人間や自然
の見方，考え方を深めていくととがたいせつである。〔表 17 Jの感想は 1日日人の生徒が述べたもの
を，一応類型男りにならべたのであ9.項目によっては数人の生徒が重複している。とれらの感想、をみる











































0 つぎにたいぜつな点は ，語句と詩句，文と文，文章と文章の関係を表面的にではなく ，内定言的にと
らえた読み取り方の指導である。
との調査問題に例をとると， 囚〔の部分の会話形式の文章.表現をていねいに読んでいるならば，画








白 5で述べたように ，本文はもちろん ，問題の指示文，選択肢の文を考え合わぜた今え ，さらに本文
をていねいに読む指導をするととである。 ζのととは調査問題の解き芳に例をとったのであるが，平素
の指導K上のような考え方をふまえて指導していきたいととをいうのである。
o 以上の基本的な力をつけて念いてこそ，っき・の文学的文章を読み味わうととも正しくできると思う。
心情を銃み味わうととについては ，調囚 4で述べたのでさらK詳述はしないが，との文章では，自
然の美しさと， いろいろな人聞がなりなす，芸術性，教育性 ，道徳性，生産性をもつものが統一された
姿で生徒にとらえられ ，それκよってひとりひと pの生徒の人聞の心性が変革される指導でありたい。
単に老婆がねぎK愛芳をもっているなどのととが，かうむ返しのように生徒から応答してくるのみ
のt鱒は注玄すべきであろう。そこ1町立，生産の喜びもあり ，また高値で売ろうとする心のはたらくと
とも当然考えられるであろう。作者は単1'(，野茨や老婆の心の美しさを表現しようとしているのだとい
う作品の解釈κとどまらず，より多面的に ，教脊的な副主らも ，また生産的な耐sらも考えて指導して
いきたいと持、うのであるη
(沢田 勉)
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